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じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　　　ズ　　　　レ　　　　　ァあサ

纏罐

・
、
緊

　　　　　　　　　馨

　　　　　　　嚢

　　　　　　ii萎

　　　　　覆

　　　　離
　　　馨　　　謹

　　欄ヤ　　夢

○

　
七
月
と
い
え
ば
、
鮎
解
禁

を
思
う
。
以
前
の
白
石
川
に

は
、
銀
鱗
が
群
を
な
し
、
水

あ
び
中
に
、
目
の
前
を
勢
よ

く
、
横
切
っ
て
行
く
、
魚
影
が

見
ご
と
で
あ
っ
た
。
川
原
の

湧
水
を
飲
み
、
野
い
ち
ご
を

食
べ
、
手
づ
か
み
し
た
鮎
を

柳
の
小
枝
に
、
二
三
匹
つ
る

し
て
、
得
意
な
姿
で
、
家
路

に
つ
く
、
長
閑
な
夏
の
風
情

で
あ
っ
た
。

　
一
心
に
、
釣
糸
の
先
を
見

つ
め
、
無
心
の
内
に
、
自
然

に
と
け
こ
ん
だ
風
景
は
、
夏

到
来
を
つ
げ
釣
り
天
狗
の
天

下
で
も
あ
る
。
　
一
時
は
、
水

が
汚
れ
鮎
の
数
も
ま
ば
ら
に

な
り
心
配
さ
れ
た
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

白
石
川
の
水
も
綺
麗
に
な
り

本
年
は
漁
協
組
で
、
十
七
、

八
万
匹
の
稚
鮎
を
放
流
し
て

急
激
な
増
加
を
し
て
お
る
釣

り
人
口
に
、
対
処
し
て
お
り

ま
す
。
暑
さ
に
負
け
ず
、
思

う
存
分
自
然
に
親
し
み
、
身

体
づ
く
り
を
い
た
し
ま
し
ょ

・
つ
。



No．167しいろし報広748

　
“く

Σ
ワ‘、、綾

鰹

鮎
蕪
・

乳

舞
謬

　
子
ど
も
た
ち
の
、
待
ち
に
待
っ
た

夏
休
み
が
、
も
う
す
ぐ
で
す
。
さ
ん

さ
ん
と
輝
く
太
陽
、
緑
し
た
・
る
樹

立
ち
、
涼
し
い
川
辺
で
の
魚
取
り
、

蝉
、
昆
虫
採
取
、
夏
な
ら
で
は
の
魅

力
が
子
ど
も
た
ち
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
と
親
し
む
機
会
の
少
な
く
な

っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
の
季
節
に

思
い
き
り
自
然
に
親
し
み
、
伸
び
伸

び
と
明
る
く
健
康
に
過
ご
さ
せ
て
や

り
た
い
も
の
で
す
。
水
辺
で
の
遊
ぶ

機
会
が
多
く
な
り
、
遊
び
に
夢
中
の

あ
ま
り
、
つ
い
危
険
な
こ
と
を
忘
れ
た

り
、
ス
リ
ル
を
味
わ
う
た
め
好
ん
で

危
険
な
遊
び
を
し
が
ち
で
す
。
毎
日

の
よ
、
つ
に
、
水
の
事
故
が
新
聞
で
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
白
石
市

か
ら
一
件
の
水
死
事
故
を
出
さ
な
い

た
め
に
、
家
庭
や
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
健
康
管
理

　
夏
休
み
に
な
っ
た
ら
と
、
ご
家
庭

で
楽
し
い
プ
ラ
ン
を
た
て
・
お
る
こ

と
で
し
ょ
う
が
、
お
子
さ
ん
が
学
校

か
ら
持
っ
て
く
る
、
夏
休
み
の
お
知

ら
せ
を
見
て
か
ら
プ
ラ
ン
を
立
て
・

も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
子

さ
ん
の
体
力
に
応
じ
た
無
理
の
な
い

プ
ラ
ン
を
立
て
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か

ら
長
い
休
み
に
は
い
る
前
に
、
お
母

さ
ん
は
、
お
子
さ
ん
が
病
気
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
健
康
に
気
を
つ
け
て

規
則
正
し
い
毎
日
を
過
ご
す
よ
う
に

お
子
さ
ん
と
話
合
い
約
束
し
ま
し
ょ

う
。
夏
休
み
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め

・黛

、
灘
講
黛

　
．
聡

レ
』
㌔

駐ξ

練習に励む白工生

弼

に
は
、
ま
ず
身
体
を
丈
夫
に
す
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
学
校
に
夏
休
み
が

あ
る
第
一
の
目
的
で
す
。
と
か
く
ル

ー
ズ
に
な
り
が
ち
な
夏
休
み
で
す
が
、

い
く
ら
休
み
だ
か
ら
と
い
っ
て
夜
ふ

か
し
や
朝
寝
坊
は
第
一
健
康
に
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
朝
寝
坊

を
す
れ
ば
朝
の
食
事
は
、
不
規
則
に

な
り
胃
の
働
き
の
弱
く
な
る
季
節
に

発
育
途
上
の
お
子
さ
ん
に
、
よ
い
結

果
は
生
ま
れ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
事
は
三
度
三
度
き
ち
ん
と
よ
く
か

ん
で
、
食
べ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
が
健
康
を
守
る
第
｝
歩
で
す
・

夏
休
み
に
は
い
っ
た
ら
治
療
に
時
間

の
か
・
る
眼
、
鼻
、
耳
、
歯
そ
れ
に

へ
ん
と
う
せ
ん
硯
手
術
な
ど
病
院
に

通
わ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
せ
っ
か

く
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
は
ず
の
夏
休

み
を
、
ほ
ん
の
｝
瞬
の
不
注
意
で
、

悲
し
み
と
絶
望
に
突
き
落
と
さ
れ
る

事
故
な
ど
、
お
こ
さ
な
い
で
楽
し
い

夏
休
み
を
過
ご
す
よ
う
に

し
よ
う
。

　
食
中
毒
の
防
止

▽
食
物
は
清
潔
な
店
か
ら
、

物
を
買
う
よ
う
に
、

い
た
し
ま

新
鮮
、

　
　
　
　
　
　
　
　
買
っ
た
、
麟
渤
鋤
癒

で
き
る
だ
け
早
く
食
べ
る
よ
う
に
。

▽
な
ま
物
は
充
分
加
熱
し
て
か
ら
食

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

▽
食
物
を
保
存
す
る
と
き
は
、
摂
氏

十
度
以
下
の
冷
所
で
保
存
す
る
こ
と
。

▽
台
所
や
器
具
を
清
潔
に
し
て
、
蝿
、

『
、
ゴ
キ
ブ
リ
の
発
生
防
止
に
つ
と

め
る
。

　
食
品
衛
生
上
か
ら
も
、
暑
い
季
節

が
、
一
番
警
戒
が
必
要
で
す
。
食
中

毒
や
赤
痢
等
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、

み
ん
な
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
街
を
流
れ
る
清
流
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
急
速
に
よ
み

が
え
り
、
も
と
の
自
然
の
姿
に
か
え

り
つ
・
あ
り
ま
す
。
蔵
王
自
然
保
護

協
会
が
中
心
と
な
り
、
沢
端
川
に
、
川

”
美
し
い
鯉
の
す
む
川
”
を
モ
ツ
ト
ー
端

に
、
今
年
も
六
百
尾
の
ヒ
ゴ
イ
や
ニ
シ
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

キ
ゴ
イ
を
放
流
し
ま
し
た
。
市
民
会
つ

館
前
の
花
壇
も
整
備
さ
れ
、
市
民
の
え

憩
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
鯉
を
鑑
が

賞
し
て
い
る
人
か
多
く
見
受
け
ら
れ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
よ

ま
す
。
城
山
附
近
に
、
き
れ
し
な
花
“

木
を
沢
山
植
え
て
、
心
の
故
郷
で
あ
る

城
山
を
も
つ
と
美
化
し
よ
う
と
い
う
動

き
も
市
民
の
間
よ
り
出
て
お
り
ま
す
。

、
錆
、
、

始磯殖
　　紬a．1現i
帯難　　9・750世耳

野41’毒鰍
男％19辮勢

三
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穐

ザ
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導
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………望う期蓋、膳社垂会蕪

“非行防止のための地域活動”一重点目標

　
す
べ
て
の
人
が
、
犯
罪
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
、
更
生
に
つ

い
て
、
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
、

七
月
い
っ
ぱ
い
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
社
会
の
悪
い
環
境
あ
る
い
は
、
家

庭
の
貧
困
な
ど
で
、
つ
い
悪
の
道
に

は
い
り
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
凶
、
本

来
は
、
善
良
な
人
が
多
い
の
で
す
。

反
省
の
機
会
を
終
え
て
、
懸
命
に
立

ち
な
お
ろ
う
と
す
る
人
々
に
、
私
た

ち
は
、
ど
の
よ
う
に
接
し
て
お
る
で

し
ょ
う
か
。
市
民
一
人
一
人
が
、
あ

た
た
か
い
気
持
で
、
非
行
防
止
に
努

め
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
本
年
は
特
に
青
少
年
の
非
行
化

防
止
を
重
点
目
標
と
し
て
お
り
、
当
市

に
お
い
て
は
、
い
ち
早
く
青
少
年
非

行
化
防
止
の
一
助
に
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
を
建
設
し
、
青
少
年
の
た
め
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
文

化
教
養
等
青
少
年
の
殿
堂
と
し
て
、

心
身
と
も
に
成
長
途
上
に
あ
る
青
少

年
が
、
非
行
に
陥
る
こ
と
な
く
豊
か

な
社
会
人
に
成
長
す
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
設
置
し
、
活
発
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
明
る
く
住
み
よ
い

社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　
第
百
二
十
三
回
白
石
市
議
会
定
例

会
が
二
十
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の

十
日
間
の
日
程
で
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
議
案
件

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

　
に
つ
い
て

　
　
白
石
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　
す
る
条
例

　
　
白
石
市
職
貝
の
休
日
及
び
休
暇

　
　
に
関
す
る
条
例
及
び
白
石
市
職

　
　
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

　
　
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
白
石
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

◎
白
石
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
白
石
市
敬
老
金
等
支
給
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
宮
城
県
旧
市
町
村
職
員
恩
給
組
合

　
資
産
管
理
組
合
規
約
の
一
部
を
改

　
正
す
る
規
約

◎
城
山
橋
橋
梁
整
備
工
事
請
負
契
約

　
に
つ
い
て

◎
白
石
市
立
越
河
小
学
校
校
舎
改
築

　
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

◎
白
石
市
図
書
館
建
設
工
事
請
負
契

　
約
に
つ
い
て

◎
昭
和
四
十
七
年
度
白
石
市
一
般
会

　
計
継
続
費
繰
越
計
算
書

◎
昭
和
四
十
八
年
度
白
石
市
一
般
会

　
計
補
正
予
算

◎
昭
和
四
十
八
年
度
白
石
市
水
道
事

　
業
会
計
補
正
予
算

あ
た
た
か
い

　
　
あ
な
た
の
心
が

　
　
　
　
　
非
行
を
防
ぐ

店開き“白石市青少年の家，，

　
青
少
年
の
健
全
育
成
の

施
設
と
し
て
、
風
光
明
媚

な
蔵
王
の
麓
、
小
久
保
平

地
区
に
青
少
年
の
憩
の
場

”
白
石
青
少
年
の
家
”
が

誕
生
し
ま
し
た
。
大
自
然

の
中
で
、
青
少
年
グ
ル
ー

プ
・
団
体
等
が
、
共
同
生

活
を
し
な
が
ら
学
習
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
野
外

活
動
等
を
通
じ
、
規
律
、

友
情
、
創
造
な
ど
精
神
の

育
成
に
努
め
る
目
的
で
施

設
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
利
用
手
続
き

◆
利
用
で
き
る
人
　
五
人

　
以
上
の
青
少
年
グ
ル
ー

　
プ
・
団
体

◆
申
込
先
　
白
石
市
教
育

　
委
貝
会
　
社
会
教
育
課
（
内
線
三

　
一
四
番
）

◆
申
請
・
許
可
の
手
続
　
使
用
申
請

　
書
を
教
育
委
貝
会
に
提
出
す
る
と

　
許
可
証
を
発
行
し
ま
す
。
許
可
証

　
を
管
理
人
に
提
出
し
て
か
ら
使
用

　
す
る
こ
と

◆
使
用
料
　
社
会
教
育
団
体
、
公
益

　
等
の
場
合
は
無
料

　
　
　
　
前
九
時
正
午
　
後
五
時

　
　
　
　
ー
正
午
～
五
時
～
前
九

研
修
棟
r
二
8
円
三
8
円
五
〇
〇
円

管
理
棟
　
二
8
円
三
8
円
五
8
円

◆
管
理
人
　
白
石
市
小
原
小
久
保
平

　
岡
崎
力
（
小
久
保
平
行
政
区
長
）

　
夏
休
み
に
、
グ
ル
ー
プ
で
、
団
体

で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
す
よ
う

に
計
画
を
た
て
ご
利
用
下
さ
い
。
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蝋
働
く
青
少
年
の
憩
の
場

蝋
　
白
石
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
益
岡
公
園
の
東
の
一
角
に
、
白
石

市
に
唯
一
つ
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

．
益
岡
城
”
が
、
働
く
若
い
者
の
憩

の
場
と
し
て
開
館
し
、
満
二
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
白
石
市

か
総
工
費
四
千
三
百
十
一
万
円
の
内

県
補
助
一
千
百
五
十
万
円
を
求
め
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
延
べ
、

一
千
八
平
方
米
に
、
軽
運
動
場
、
音

’
裏

、軟

1塾，瞬．凶纏

M￥M￥￥へM￥

楽
室
、
娯
楽
室
、
図
書
室
、
料
理
室

等
、
各
種
講
座
、
サ
ー
タ
ル
活
動
の
設

備
を
整
え
、
昭
和
四
十
六
年
七
月
開

館
し
ま
し
た
。
市
内
に
、
住
所
ま
た

は
、
勤
務
先
の
あ
る
働
く
青
少
年
の

た
め
に
、
仕
事
の
余
暇
を
、
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ

活
動
を
通
じ
て
、
多
く
の
友
達
を
つ

く
り
、
お
互
い
に
力
を
あ
わ
せ
て
、

教
養
を
高
め
、
豊
か
な
人
間
性
を
身

に
つ
け
て
、
明
日
を
担
う
心
身
共
に

た
く
ま
し
い
若
人
づ
く
り
の
福
祉
施

設
で
す
。

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
余
暇

時
間
を
む
だ
な
く
、
計
画
的
に
楽
し

く
過
ご
す
よ
う
に
、
各
種
講
座
生
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
か
ら
友
達
と
共

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
グ
ル
ー
プ
活

動
を
通
じ
て
、
青
春
を
語
り
友
情
を

深
め
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
し

明
日
へ
の
勤
労
意
欲
を
盛
り
あ
げ
る

よ
う
、
菊
地
館
長
外
三
名
の
職
員
が

お
世
話
に
当
っ
て
お
り
ま
す
。

、

蟹
ぎ

鑓

濃
翰
・

ぐ
．

脳睾

磯
縢
曜
櫨
蹴

料理講習会茶道講習会

日

曜

1
日

行

事

8　7　6　5 4　3　2

日土金木水火月
休和華華休茶日　裁道道　道本

開
館
二
周
年
記
念

日
本
舞
踊
、
剣
道

茶
道
、
料
理
、
卓
球

休

15　　14　　13　　12　　11　　10　　　9

日土金木水火月
勤和華華エ茶日労裁道道レ道本＝』　　 、　　、　　、　　』　　 、　加

卓
球
、
ダ
ン
ス

剣
道

ギ
タ
ー

日
本
舞
踊
、
剣
道

茶
道
、
料
理
、
卓
球

エ
レ
ク
ト
ー
ン

卓
球
、
ダ
ン
ス

剣
道

ギ
タ
ー

勤
労
青
少
年
の
日

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
仙
台
）

日

曜

イ丁

事

31　　30　　29　　28　　27　　26　　25　　24　　23　　22　　21　　20　　19　　18　　17　　16

火月日土金木水火月日土金木水火月
卓剣休和華華エ茶日潮和華華休茶日球道　 裁道道レ道本干裁道道　 道本

日
本
舞
踊
、
剣
道

茶
道
、
料
理
、
卓
球

休

卓
球
、
ダ
ン
ス

剣
道

ギ
タ
ー

潮
干
狩

日
本
舞
踊
、
剣
道

茶
道
、
料
理
、
卓
球

エ
レ
ク
ト
ー
ン

卓
球
、
ダ
ン
ス

剣
道

ギ
タ
ー
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一 　　　　　　　＝　　　　　一　　　　一　一｝「
ロ
一

…
．
一
”

一
一

『
『
一一

｝

＝

騨
》

品
　
目
　
又

は
　
現
金

ベ
ル
タ
イ
マ
ー
　
一
個

し

だ
才し

桜

一
本

カ
メ
ラ

一
台
（
ス
ト
ロ
ボ
ケ
ー
ス
付
）

渡

り

板
　
六
枚

紫
　
繊

仙

台
　
胴
　
丸

現
金
　
五
〇
、
○
○
○
円

は
く
せ
い
一
羽
　
　
飾
台
］
脚

吹
奏
楽
器
　
六
十
五
点

吹
付
塗
装
機
　
　
一
台

紅
ど
う
だ
ん
樹
令
一
五
〇
年
生
　
↓
本

虫∫見

物
品
約
五
、
○
○
○
点

紅
　
白
　
玉
　
入
　
一
組

絵

画
　
一
点
（
油
絵
二
十
号
）

不云

画
一
点
（
油
絵
十
二
号
）

湯
　
桶

二
十
個

図
書
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
五
十
巻

現
金
｝
○
○
、
○
○
○
円

火
な
わ
式
銃
砲
　
一
丁

陳
列
ケ
ー
ス
　
一
基

防
犯
蛍
光
灯
　
2
0
W
　
四
灯

鏡

六
枚

現
　
　
金
　
二
〇
〇
、
○
○
○
円

寄
　
附
　
目
　
的

小
原
小
学
校
の
教
育
振
興
の
た
め

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
緑
化
の
た
め

社
会
教
育
資
料
収
録
写
真
撮
影
用
と
し
て
中
央

公
民
館
備
付
け

越
河
保
育
園
の
通
路
用
と
し
て

市
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル
に
陳
列
す
る
た
め

交
通
遺
児
援
助
資
金
と
し
f
、

市
庁
舎
備
付
用
と
し
て

白
石
中
学
校
教
育
用
設
備
品
と
し
て

大
鷹
沢
中
学
校
教
育
用
備
品

老
入
福
祉
セ
ン
タ
ー
緑
化
の
た
め

考
古
学
資
料

越
河
保
育
園
園
児
用
遊
具

市
庁
舎
落
成
記
念

市
庁
舎
落
成
記
念

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場
備
付

白
川
小
学
校
備
付
け
と
し
て

交
通
遺
児
救
済
の
た
め

の
遺
志
に
よ
り
）

（
亡
父
　
山
田
活
吉
氏

作
白
石
住

芝
辻
長
左
衛
門
助
郷
土
文
化
財
と
し
て

亡
父
（
山
田
活
吉
氏
）
の
遺
志
に
よ
り

正
副
議
長
室
備
付
備
品
と
し
て

街
を
明
る
く
す
る
運
動
の
｝
環
と
し
て

不
惑
記
念

市
教
育
振
興
資
金
と
し
て

住

所

昭
和
1
9
年
度
小
原
国
民
学
校
卒
業
生
有
志
3
9
名

大
平
森
合

本
町
三
　
　
振
興
相
互
内

越
河
五
賀
字
宮
下
七
十

字
東
小
路
　
蔵
王
酒
造
株
式
会
社

福
岡
長
袋
字
中
河
原
十
六
の
七

福
岡
八
ツ
宮
字
弥
治
郎
南
三
十
八

大
鷹
沢
中
学
校
昭
和
四
十
七
年
度
卒
業
記
念

福
岡
八
ツ
宮
字
川
原
子
五
十
五

福
岡
深
谷
字
高
野
二
〇

昭
和
四
十
七
年
度
越
河
保
育
園
父
母
一
同
3
2
名

群
馬
県
桐
生
市
東
一
丁
目
五
番
三
十
五
号

字
東
小
路
二
三

字
中
町
十
六

小
原
字
上
苗
振
五
十
九

字
中
町
十
六

字
半
沢
屋
敷
前
一
三
八
の
一

鷹
巣
字
寿
山
七
十

仙
台
市
七
北
田
八
乙
女
山
一

氏

名

代
表
　
小
室
　
昭
治
氏

権
現
山
農
園
村
上
茂
氏

白
石
北
R
C
会
長

　
谷
　
岡
　
　
　
勝
氏

太
　
斎

彰
氏

社
長
　
渡
辺
　
貞
一
氏

大
　
庭
　
康
　
一
氏

新
　
山
　
久
　
蔵
氏

白
中
父
母
教
師
会
会
長

　
長
　
橋
欣
　
一
氏

父
母
代
表
第
三
学
年

委
員
長
　
鈴
木
善
夫
氏

古
　
山
　
浄
　
助
氏

佐
　
藤
　
清
　
志
氏

代
表
　
制
野

進
氏

株
式
会
社
七
十
七
銀
行

株
式
会
社
七
十
七
銀
行

丹
　
羽
　
豊
　
吉
氏

渡
　
辺
　
知
　
治
氏

山
　
田
　
敬
　
規
氏

半
　
沢

万
氏

山
　
田
　
敬
　
規
氏

東
北
電
力
株
式
会
社

白
　
石
　
営
　
業
　
所

跡
　
部
　
清
　
寿
氏

高
　
橋
　
進
太
郎
氏

④
㊦
9
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o

愛
の
血
液

助
け
合
い
月
間

　
血
液
は
人
間
の
生
命
の
源
で
あ
り
、

何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
尊
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。
い
か
に
、
科
学
が
進
歩

し
た
今
日
に
お
い
て
も
、
血
液
を
人

工
的
に
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
輸
血
に
必
要
な
血
液
は
、
ど
う

し
て
も
健
康
な
人
の
供
血
に
、
待
つ

よ
り
ほ
か
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
健
康
な
人
で
あ
っ
て
も
、
何
時

輸
血
を
必
要
と
す
る
災
厄
に
あ
わ
な

い
と
い
う
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
現
在
の
生
活
環
境
か
ら
す
れ
ば
、

輸
血
を
必
要
と
す
る
場
合
が
多
く
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

良
質
な
輸
血
用
血
液
の
必
要
性
は
、

　
　
　
　
　
賢
き
轡

読

畿

璽

ウ

決
し
て
他
人
ご
と
で
は
な
く
、
私
達

自
身
の
問
題
と
し
て
受
け
と
め
、
各

人
が
献
血
に
協
力
し
て
こ
そ
、
近
代

医
学
に
支
え
ら
れ
た
社
会
生
活
が
営

な
め
る
の
で
あ
り
ま
す
。

掌

奮

奏
ご

騙

　
標
語
は
、
昨
年
献
血
の
標
語
に
中

学
校
の
部
に
応
募
し
て
、
第
一
位
に

入
賞
し
た
白
石
中
学
校
　
信
濃
房
子

さ
ん
の
作
品
で
す
。

　
　
し
あ
わ
せ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
で
ク
く
看

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
・
愛
り
献
血

撚
触

瞥伊

　
語
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
．

　
◇
応
募
資
格
　
宮
城
県
内
の
居
住
者

　
　
で
、
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
の
方

　
◇
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
一
枚
に
三
題

　
　
ま
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
性

　
　
別
、
勤
務
先
（
学
校
名
）
を
は
っ

　
　
き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
◇
応
募
先
　
　
（
〒
九
八
○
）

　
　
仙
台
市
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　
宮
城
県
衛
生
部
薬
務
課

　
◇
応
募
期
間
　
七
月
一
日
～
九
月
三

　
　
十
日
（
当
日
消
印
有
効
）

◇
入
選
発
表
　
十
一
月
中
旬
　
作
品

　
は
推
進
運
動
に
使
用
し
ま
す
。

穐
　
今
年
も
次
の
要
領
で
、
献
血
の
標

（市役所代表⑤2111番）

市
役
所
に
電
話
を
す
る
と
き

　
内
線
番
号
を
つ
げ
る
と

　
　
早
く
便
利
で
す

　課（室）名　番号
管財課　　　　301
秘書企画課（課長）297

　　”　　　　　296
秘書室　　　　200
総務課　　（課長〉　300

　〃　　庶務財政298
　〃　　文書広報299

監　査　員　室310
選挙管理委員会311
　　　〃　　　　312
教育委員会教育長323

〃（社会教育課長）315

〃　社会教育　　314

〃　（庶務課長）　317

〃　　　　庶務316
〃（学校教育課長）319

〃　　学校教育　　318

議会事務局329
　　　〃　　　　330

号表（市御
　課（室）名　番号
建設課　道路　　　259

都市計画課（課長）264

　　〃　　　　　262
　　〃　　　　　263
農林課　　（課長）　270

　〃　　畜産　266
　〃　　農務　267
　〃　　林務土木268

　〃　　庶務　269
農業委員会275
　　〃　　　　　276
商工観光課（課長）282

　　”　　　　　281
衛生課　　（課長〉　291

　〃　　庶務　287
　〃　　公害　288
　〃　　　｛呆健　 289
　”　　　”　　290
管財課　　（課長）　302

ン
内
号
1電話番
　課（室）名　番号
福祉事務所保護　234
保険課　　（課長〉　239

　〃　　　系合f寸　 237
　〃　　保険税　238
税務課　　（課長）　249

　〃　　市民税　243

　“　　　〃　　244

　〃　　庶務　245
　〃　　　納税　　246

　〃　　固定資産247

　〃　　　〃　　248

市民相談室224
水道事業所（所長〉254

　〃　　　　　251
　〃　　　　　252
　〃　　　　　253
建設課　（課長）260

　〃　　庶務　257
　〃　　住宅建築258

庁
名番課（室）

市　 長　 室201
助　 役　 室203
収入役室205
議　　　 長331
副　 議　 長332
市民課　　（課長〉　221

　〃　　社会　213
　〃　　戸籍　214
　〃　　年金　215
　〃　　市民　216
　〃　　窓口　217
会計課　　（課長）　204

　〃　　収入支払226

　〃　　庶務　227
福祉相談室230
福祉事務所（所長）235

　〃　庶務231
　〃　社協232
　〃　福祉233
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訟目
一b諦

　　　　　　　　　　　一必ず受検しましょう 一
市民の健康を守るため、結核健康診断をつぎの日程で実施いたします。家庭の主婦・老

人など職場や学校で検診を受ける機会のない方は、ぜひこの機会に受検いたしましょう

程日診検核結

実施区名

町
町

本
柳

原
…
岡
…
4

　
一
　
一
銀

　
…
酉
本

10
…
巣

旦7
…
鷹

5．6．9
．．2、3．4

　実施場所

中央公園

辛沢食話訂
越、．輝．．駅一．煎

鷹巣集会所『

越河公民館

郎
先
…
沢

治
…
一

　
一
…
宮

弥
…
鎌
…
八

所
…
泉
…
所

5
一
作

腿
先
…
宮

弥
…
鐘
八

　　　2　　　　　号

実　施　時　間
　10．　00～12．　00

　1．00～4。00
．9．f．．qg．＝．．9．2．、塾Q．．

1ρ、．．qΩ＝．12’．．qQ．

　1．00～3．00
、9．』．．qQ．ニ．；2』．．qQ．

　1　．　30～4　．　00

　9．　00～12．　00

　1．00～4．00
．9．』．．qgニ．里9ご．．qQ．．

1Ω，．．塾Q．＝．珍．．qΩ．

　1．00～3，00

　
町
町

小水清
中
寿

文化劇場前3000－119

月日

7．30
（月）

7．31
（・帰

8。1
困

8．2
（木）

8．3
㈹

8．4

実施区名
町
…
町

南
…
田

上
下
箆

偲
滝
尾

　　網
中益岡

下
上
…
北

西
酉

　
＝
町
．

木
東
新
南
　
…
東

仕）

号　　　車
間　実施場所
00

　田町集会所00
qQ．．撞．．上．、素．、、蝿

00滝下会館
鐙．．天翻
00　　　　 ＾（（市民会館

　　沖
山　の　下

5．6．8
1．2．3．4の1

4の2・7の1

7の2

福岡分室

10．　00～12．　00

会月し
ロ

れ
ハ

斎
…虫

斎川小学校

00～2．00
00～12．　00

00～4．00

　
9
一
　
1

1

8．6
（月）

8．7
（幻

　　7
1．2．3の1
3の2．4、5

6　　8
6　　 7

深谷小学校
百”蔦”禅”在

大平小学校

　　1

実　施　時　間
10．　00～12．　00

　1．　OO～　3．　00

　9・　00～11．00

1．OO～3．00

9．00～10．00
11．　00～12．　00

1．00～4．00

9．00～12．00

1．00～3．00
9．00～10．00

10．　30～12．　00

月日

7．30
（月）

7．31
（幻

8．1
（水〉

8．2
（掬

山
面
一

　
　
第

郡
…
郡
区

　
　
銀

上
…
上
本

5

4
1
32

犬卒都婆
公　民　館

佐藤材木店

自．些杢学越
内．麹公会掌

白川公民館
　
熊
…
元
平

畑井
㎜
戸
…
久

赤
大
…
明
…
小

眉
北
町
坂

塩
漸

　
　
…
鼻

　
中
…
猿
赤

本郷第3
本郷第2

市職員

赤井畑
杢．杜商店．前．

小．．厘．．温．．皐．

旧小久保平分校

小原小学校

新町集会所

旧柴田自工
本郷踏切脇
市　役　所

00～12．　00

00～2．00
30～3．00
00～12．　00

00～3．00
00～11．　30

00～3．00
00～12．　00

9
…
⊥
2

88

9
　
　
　
1

休）

8．9

9
丁

9

（木）

8．10
圏

8，11仕）

町
町
町

理
ケ

長
亘
短

白石公民館

1．00～3．00

9二〇Q～11．00

1Ω』．．qgニ！2，．、qQ

1．00～4．00

900～10．00ユす1鐙三工1111ヨφ

1．00～3．30

9．00～12、00
1．00～2．OQ

8．3
（斜

8．4
（土）

8．6
（月）

8．7
　（火）

9．10
丁塁2．．．

　　　7

8
11

6

5
吾↑

2

4
…
1

昼
山

ノj・下

郡

大鷹沢中
十　文　字
大鷹沢4区
　集会所
大鷹沢出張所

郡山集会所

oo

…
oo

00～12

00～3

9
　
一
－

8　　8
休）

8　　9
休）

oo

…
o
o

oo
…
oo

9．00～12

1．OO～3
g．00～10
10．　30～12

8．10
爾

8．11
出

相
談
室
が
個
室
に
〃
”

　
消
費
生
活
相
談
室
を
二
階
に
新
設

し
ま
し
た
、
個
室
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
気
軽
る
に
ご
利
用
下
さ
い
。
電

話
は
内
線
二
九
二
番
に
な
り
ま
し
た
。

間
最
近
市
内
の
お
店
で
生
中
華
を
買

っ
た
ら
四
十
七
年
九
月
製
造
で
あ
る

こ
と
が
、
あ
と
で
解
り
ま
し
た
。

品
質
の
ほ
ど
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

お
答
　
生
麺
は
、
良
い
管
理
の
も
と

で
も
、
一
ヶ
月
が
限
度
で
す
か
ら
、

買
う
時
は
、
日
付
に
よ
く
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
件
は
、
表
示
を
お
持

ち
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
早
速
小
売

店
と
卸
店
に
話
し
、
今
後
こ
の
様
な

品
物
は
売
ら
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

問
　
「
要
冷
蔵
」
と
表
示
の
あ
る
、
バ

タ
ー
、
マ
ト
ガ
リ
ン
等
乳
製
品
を
た

．
・
店
頭
に
並
べ
て
あ
る
の
を
買
い
食

べ
た
ら
味
が
変
で
し
た
。

お
答
　
乳
製
品
は
、
気
温
二
〇
度
f
、

と
け
て
、
そ
の
上
ビ
タ
ミ
ン
も
破
壊

さ
れ
て
、
風
味
も
栄
養
価
も
落
ち
甚

し
い
と
き
は
、
下
痢
を
お
こ
し
ま
す
。

店
の
管
理
指
導
を
保
健
所
に
お
願
い

し
ま
し
た
が
、
冷
蔵
し
て
い
る
店
か

ら
買
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
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．
ρ
お
知
を

（
（

昌
（
内
線
二
九
〇
番
）

　
家
庭
看
護
講
習
会
開
催

　
家
庭
で
寝
て
い
る
病
入
の
看
護
方

法
に
つ
い
て
、
実
地
指
導
を
行
い
ま

す
か
ら
越
河
地
区
の
方
受
講
下
さ
い
。

ω
日
時
　
7
月
9
日
午
前
／0
時
～

㈲．

場
所
　
越
河
公
民
館

⑬
講
師
　
日
赤
宮
城
支
部
今
野
先
生

　
三
才
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
5
年
1
月
1
日
～
3
1

　
　
　
　
日
ま
で
の
出
生
者

日
　
時
　
7
月
璽
日
午
後
－
時
～

場
　
所
　
白
石
保
健
所

　
三
ヶ
月
児
検
診

該
当
者
　
3
月
1
5
日
～
4
月
1
2
日
ま

　
　
　
　
で
の
出
生
者

日
　
時
　
7
月
5
日
又
は
12
日

　
　
　
　
午
后
1
時
～

場
　
所
　
白
石
保
健
所

　
六
ヶ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
8
年
1
月
出
生
者

日
　
時
　
7
月
1
9
日
又
は
7
月
2
6
日

　
　
　
　
午
後
1
時
ー

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
十
一
一
ケ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
47
年
6
月
出
生
者

日
時
7
月
1
1
日
午
後
1
時
～

場
所
白
石
市
民
会
館

ロ
嗣
闘
幽
凹
丙
線
二
…
蕃
）

　
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
開
講

　
視
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱

意
の
あ
る
人
に
、
点
訳
奉
仕
員
を
養

成
し
、
視
覚
障
害
者
の
福
祉
の
増
進

を
は
か
る
た
め
養
成
講
座
を
開
講
し

ま
す
の
で
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①
受
講
対
象
者
　
視
覚
障
害
者
の
福

　
祉
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
方

②
開
講
場
所

③
講
習
日
時

④
講
習
内
容

⑤
申
込
方
法

　
福
祉
事
務
所
へ
電
話
で
、

　
前
日
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

⑥
受
講
料
　
無

團
（
内
線
二
五
八
番
）

　
移
動
住
宅
相
談
に
つ
い
て

　
住
宅
の
建
築
、
住
宅
資
金
借
入
、

住
宅
関
係
法
律
、
そ
の
他
住
宅
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

ω
日
時
　
7
月
2
5
日
～
2
6
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時
・

⑭
場
所
　
白
石
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

市
民
会
館
二
集
会
室

7
月
1
2
～
1
3
日

午
前
1
0
時
～
2
時

ω
点
字
図
書
の
知
識

㈹
点
字
法
の
理
論

㈹
点
字
の
実
技

㈲
国
語
の
知
識

　
　
　
　
　
開
講
日

　
料

図
霞
■
國
（
⑥
三
〇
〇
四
番
）

　
子
ど
も
会
　
工
作
教
室
開
催

　
人
形
劇
の
人
形
作
り
の
講
習
会
を

開
き
ま
す
。
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者
　
市
内
小
学
校
五
六
年
生

O
日
時
　
7
月
2
1
日
午
後
1
時

○
会
費
　
無
　
料

　
　
　
　
材
料
各
自
持
参
下
さ
い
。

学
校
図
壷
、
館
連
絡
懇
談
会
開
催

　
公
共
図
書
館

Q
対
象
者
　
市
内
幼
稚
園
、
保
育
園

　
　
小
、
中
学
校
職
員

O
日
時
　
7
月
23
日
午
後
1
時

o
特
別
講
演
　
　
「
子
ど
も
に
　
楽
し

　
い
読
書
と
し
て
す
す
め
る
に
は
」

　
　
　
　
　
　
（
⑤
三
六
六
〇
番
）

　
各
種
の
趣
味
同
好
会
が
あ
り
ま
す

み
な
さ
ん
、
お
誘
い
あ
い
ご
参
加
下

さ
い
。
　
7
月
3
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
　
盆
栽

　
7
月
7
日

　
　
　
　
書
道

　
7
月
10
日

　
　
　
　
盆
栽

　
7
月
1
2
日

　
　
　
　
民
謡

　
7
月
2
0
日

　
　
　
　
民
謡

時
間
は
、

十
四
才
ま
で
）
を
対
象
と
し
て
、
今

回
は
、
蔵
王
、
不
忘
、
川
原
子
、
弥

治
郎
地
区
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
費

用
無
料
、
多
数
受
検
さ
れ
ま
す
よ
う

お
す
・
め
い
た
し
ま
す
。

弥川不蔵会
治原
郎子忘王場

月
　
　
日

7
／
1
1

7
／
1
2

7
／
1
3

7
／
1
6

　
会
　
場

蔵
王
分
校

不
忘
分
校

長
峰
分
校

弥
治
郎
集
会
所

国
閣
■
圃
（
⑤
こ
七
四
五
番
）

　
年
賀
は
が
き
賞
品

　
　
　
引
換
は
7
月
1
9
日
ま
で

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
、
賞

品
引
換
は
、
7
月
狛
日
ま
で
で
す
。

も
う
一
度
お
た
し
か
め
く
だ
さ
い
。

火
災
通
報
に
ご
協
力
を
〃

　
去
る
五
月
二
十
七
日
白
石
市
外
河

原
、
花
沢
さ
ん
宅
の
火
災
発
生
の
折

望
楼
勤
務
者
の
、
火
災
発
見
が
遅
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
市
民
の
方
よ
り

電
話
で
、
収
入
役
宅
に
ご
忠
告
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
早
速
白
石
消
防
署

に
問
い
あ
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
火
災
を

発
見
し
た
志
田
さ
ん
よ
り
通
報
が
入

り
、
一
瞬
（
二
、
三
秒
）
遅
れ
て
、

望
楼
勤
務
よ
り
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
望
楼
発
見
が
遅
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
責
任
を
感
じ
る
と
共

に
、
望
楼
勤
務
の
強
化
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
年
々
建
物
の
高
層
化
に
よ

り
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
発
見
が
遅

れ
が
ち
で
す
か
ら
、
早
期
発
見
、
早

期
消
火
が
原
則
の
火
災
に
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
造
園
・
花
・
茶
道

（
土
曜
日
）

・
碁
・
将
棋

（
火
曜
日
）

・
造
園
・
花
・
茶
道

（
木
曜
日
）

・
謡
曲
・
詩
吟

（
金
曜
日
）

・
謡
曲
・
詩
吟

　
　
　
午
前
1
0
時
よ
り
4
時
ま
で

馴
（
内
線
二
八
七
番
）

成
人
病
検
診
実
施
に
つ
い
て

働
き
盛
り
の
成
人
（
三
十
才
～
六

お年玉つき年賀はがき当せん番号

5
7
…
9

8
6
…
5

0
3
…
0

1
7
…
4

ー
工
8

7
4
…
0

44461
59384
　2131
　　932
　　139

各組共通

A　　組
各組共通下5ケタ

A　　組下5ケタ
各組共通下4ケタ

各組共通下3ケタ

1等

2等

3等

4等

9
6
4

9
6
3

各組共通下2．ケタ5等

当番医
　　外　科

刈田病院⑤2145

朝倉病院⑤2101

刈田病院⑤2145

銭谷医院⑤2010

宮城医院⑤2062

　　休　 日　当
月日裡　　内　　科

71日ロ藤同医院⑤2001

　8日引地　医院⑤2036

15日　崎　医院⑤2210

22日百理　医院⑤2355

29日大沼　医院⑤2502

口
岨
斤
　
　
　
区
に
P
瑚
、
渠
ず


